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■製品や高分子材料の燃焼により発生する生成ガスを分析
■燃焼生成ガスの分析により、生成ガスの種類と量を明らかにし、火

災時などの安全性や環境への影響を把握
■発生するガスは、材質や酸素供給量などの燃焼条件により変化
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【測定方法（JIS K 7392）】

【分析方法】
非水溶性ガス：ガスクロマトグラフ法等
水溶性ガス ：イオンクロマトグラフ法、吸光光度法等

Air 捕集バッグ

吸収液試料

電気炉
①測定する試料を燃焼管内に入れ、

空気を流しながら燃焼

②発生した燃焼ガスを捕集バッグ
や吸収液などを用い捕集

【分析対象ガス】
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昨今、カーボンニュートラル実現に
向けて注目されているCO2

燃焼生成ガス分析でCO2量を測定する
ことにより、製品を廃棄した際に排出
されるCO2量を試算可能
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その他の成分についても、お気軽にお問い合わせください

【対応JIS】
 JIS K 7392 焼却炉などの完全燃焼を想定

 JIS K 7217 火災などの不完全燃焼を想定

試験条件（測定温度等）のアレンジも可能


